
 神水試研報第12号（1991）  9 

シラスの水揚価格に及ぼす直販の効果について 

三 谷  勇 ・ 杉 山 英 男 

Effect of direct selling for ”shirasu”, larvae of Japanese anchovy and sardine, 
on its wholesale price at the Hiratsuka fish market. 

 

Isamu ＭＩＴＡＮＩ
*and Hideo ＳＵＧＩＹＡＭＡ

** 

 
ＡＢＳＴＲＡＣＴ 

 

A large quantity of "shirasu", larval Japanese anchovy, and sardine, had been caught off Hiratsuka in 

Sagami Bay, Kanagawa and landed on the fish market in Hiratsuka until 1989 by four groups of fishermen, 

who were self-employed and engaged in the shirasu boat seine. One of four groups started processing their 

own catch in May, 1990, to sell boiled and semi－dried shirasu products without passing them through 

wholesale markets. This paper deals with the effect of such direct selling for shirasu products on the 

wholesale market price of raw shirasu materials at Hiratsuka. 

The highest price was set for about 100kg among the total shirasu catch landed on the Hiratsuka fish 

market and the remainder were sold at a low price. The relation between the total catch(Ｃ)and the lowest 

price(Ｐ)in 1989 was estimated and presented in the following regression formula. 

Ｐ＝3.40×103Ｃ-0.3853(ｒ＝－0.858) 

Monthly lowest price were then calculated from this formula for shirasu catch from May to October in 

1990 and the compared with the actual lowest prices at the market during the same period. The calculated 

low prices from May to August were nearly the same to the market lowest prices, while latter prices were 

higher in September and October by 142 and 103 yen/kg, respectively. These results suggest that the direct 

selling of shirasu products led to an increase of the lowest market price for raw shirasu materials, thus 

promising higher income for shirasu fisheries people. 

 

 

はじめに 
一般に、魚市場に水揚げされる魚介類の価格は、漁獲

量の多少によって決定される。近年のマイワシやウマズ

ラハギのように、大量に水揚げされれば「大漁貧乏」と

言われるほどに水揚価格が暴落し、適度に水揚げした場

合と同程度の収入しか得られないことを漁業者自身が良

く経験している。このような生産量と生産価格との関係

は、漁業ばかりでなく農業や鉱業などの第１次産業の宿

命として、その発展過程の中で知ることができる。しか

し、今日のように、水産資源が相対的に少なくなってき

ている中では、過去の収入水準を維持するためにより多

くの漁獲物を得るように競って技術改良し、結果的に資
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源の持続生産量を上回る漁獲物が市場に水揚げされるよ

うになる。これから先、資源がさらに減少すれば、漁獲

努力がさらに増し、この結果、より以上に資源の減少が加

速されるという悪循環が繰り返されることが懸念される。 

このような現状に対して、国策として資源管理型漁業

の研究が着手され始め、漁協等の漁業団体では朝市やイ

ベントを通して漁獲物の消費拡大や魚価の安定に貢献し

ているが、ある漁業では漁業者自身が安定した収入を確

保するために、消費者に直接販売する「直販」や消費者

に直接配送する「産直」を実施している。その良い事例

として、シラス船曳網漁業の「直販」がある。 

神奈川県のシラスは、かつて東京湾側の根岸湾や金田

湾で、相模湾側では三浦市初声から湯河原町福浦まで広

い範囲で漁獲されていたが、近年、埋立などで漁場が消

失し、また他の地区では生産過剰の為に水揚げすること

ができなくなり、今日のように稼動隻数は少なくなって

きている。現在のシラス船曳網漁業者の大半は浜売りや

庭先売りなどの、いわゆる「直販」で生計を立てている

が、この中にあって、平塚・茅ヶ崎両地区は昔どおり市

場に生で水揚げしている。これは、シラスの加工業者が

これらの地区周辺に昔から多く、平塚魚市場でもシラス

を加工しているためである。平塚魚市場には平塚市漁協

３ヶ統、茅ヶ崎市漁協２ヶ統（うち１ヶ統は1990年８月

頃より着業し、直販も行っている）が水揚げしているが、

この中の１隻が後継者を得たことから1990年５月からシ

ラスの加工に着手した。直販を始めた大きな理由として、

１日の操業時間が短く、漁業以外の余暇が多いことをあ

げることができる。普通、シラス船曳網は夜明けと共に

出漁し、加工業者がその日の内に加工できる時刻まで操

業するが、この時刻は経験的に午後２時頃までで、それ

以後は自由時間となる。この余暇をシラスの加工時間に

使うという試みである。実質４ヶ統のうち、１ヶ統が

「直販」を始めたことにより、平塚魚市場の水揚価格が

どのような影響を受けたかを検討した。 

本文に入るに先だち、大変有益なご助言とご校閲を頂

いた東京大学農学部助教授渡部終五博士に深く謝意を表

する。 

 

材料と方法 
使用した資料は、神奈川県全体の漁獲量、金額（平均

単価＝漁獲金額÷漁獲量）については農林統計から、平

塚地区の漁獲量、平均単価については、平塚市地区のシ

ラス船曳網漁業者の仕切表（平塚魚市場発行）から取り 

 

Fig.１ Annual changes of shirasu catch off Kanagawa. 

 

 

 

Fig.２ Comparisons of shirasu catch off Kanagawa 

and Hiratsuka from 1977 to 1988. Open and 

solid squares indicate catches off 

Kanagawa and Hiratsuka, respectively. 

 

まとめた。 

 

結   果 
年漁獲量 神奈川県のシラス年漁獲量は、Fig.１に示

したように、1960年頃の豊漁期では年間約500トン以上で

あったが、1966年に入ると年々漁獲が減少し、1975年か

ら現在まで年間200トン前後の不漁が続いている。この中

で、平塚・茅ヶ崎地区のシラス年漁獲量は平均で約50％

を占めた（Fig.２）。つまり、平塚・茅ヶ崎両地区におけ

るシラスの漁獲年変動は、神奈川県のシラス漁獲変動と

して代表させることができる。 

年平均単価 神奈川県におけるシラスの年平均単価を

Fig.３に示した。シラスの豊漁年代には約150円／kg

（1964年）であったが、漁獲の減少し始めた1966年から

年々少しずつ高くなり、1975年の平均単価は747円／kg 
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Fig.３ Annual changes in the average price of 

shirasu off Kanagawa and Hiratsuka from 

1964 to 1990. Solid line and open circle 

indicate average prices off Kanagawa and 

Hiratsuka, respectively. The upper and 

lower end of vertical lines indicate the 

highest and lowest price, respectively. 

となった。この価格は1965年の価格の約７倍に相当する。 

1976年からの不漁期に入ると、一時的に1,200円台の高値

となったが、その後1982年を除いてほぼ500円台で安定し

ている。不漁期の年平均単価は豊漁期のそれの約５倍で

ある。 

平塚地区の年平均単価は、Fig.３に併せて示したよう

に、神奈川県全体のそれよりも約200円／kg程度高い。ま

た、この地区の年平均安値をみても神奈川県全体の平均

単価よりも100円程度高い。これは、平塚地先で漁獲 

 

 

Fig.４ Relationship between the average price 

and yearly catch of shirasu off Kanagawa 

from 1964 to 1988. Solid line indicates 

regression curve. 

 

されたシラスが他地区に流出しないように地元のシラス

加工業者が高値で買い取りをしているためと考えられる。

小田原魚市場については、かってシラスの豊漁期には入

札をしていたが、漁獲が滅少過程にあった1971年頃から

扱量はほとんどみられなくなった。しかし、ここ数年、

再び漁獲の一部が出荷されるようになってきている。 

年漁獲量と年平均単価との関係 漁獲物の水揚量が多い

と価格が安くなり、少ないと高くなるのは市場の一般的

な原理である。シラスもこの例に漏れず、シラスの漁獲

量が多い年の平均価格は低くなり、逆にシラスの量が少

ない年の価格は高くなることが、Fig.２、３から容易に

理解することができる。これらの関係は次式で示される

（Fig.４）。 

Ｐ＝76.4×104Ｃ－1.3102 （ｒ＝－0.819） 

ただし、Ｐ：年平均単価（円／トン） 

Ｃ：年漁獲量（トン） 

ｒ：相関係数 

この曲線から、例えば、シラスの漁獲量が極端に低く、

年間50トンの漁獲量であれば、この年の平均単価は理論

的には4,541円／kgとなる。逆に年間1,200トンと豊漁期

の２倍の大漁の年であれば、その年の平均単価は71円／

kgと極端に安くなる。さらに漁獲が多くなると、さらに

単価が安くなり、いわゆる「大漁貧乏」となり、休漁す

る業者が多くなることが予想される。静岡県では、年間

5,000トンから13,000トンを漁獲しているので、平塚地区

における関係式から求めた静岡県の平均単価は11円から3

円／kgと計算される。しかし、実際の静岡県の平均単価

は平塚地区とほぼ同程度であるが、これは、シラス漁業

者と加工業者とが共に発展し、静岡県に多くの加工 

 

 

Fig.５ Seasonal changes in the average price of  

shirasu off Hiratsuka in 1981. 
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Fig.６ Seasonal changes in the average price of 

shirasu off Hiratsuka in 1985. 

 

業者が活躍しているためと考えられる。 

平塚地区の日別平均単価 シラスの漁獲量が多い年には

その単価が安くなり、その逆には高くなることが市場原

理として理解されるし、またFig.４からも具体的にその

原理を知ることができる。日別平均単価を検討するため

に使用した仕切表は1981年、'85年、'89年と'90年の４年

間分である。1981年のシラス漁獲量は179トンで、漁獲の

少ない年であるが、日別平均単価（便宜上、５日間毎の

平均で示す）は、Fig.５に示したように、５月から８月

にかけて急激に低くなっている。５月始めの平均単価は

1,337円／kgであったものが、８月中旬には84円／kgとな

った。この落差は他の魚種にはみられないものである。

この後、シラス漁を休業し、カツオ漁に切替えた。９月

以降、シラスの平均単価が600円／kg以上になると再びシ

ラス漁を開始した。年末になるに従い、シラスの漁獲が

少なくなり、これに反比例して平均単価が高くなってい

る。 

1985年の平均単価は、Fig.６に示したように、春漁は

不漁であったため1,500円／kg前後の高値で経過している。

しかし、８月の夏漁からシラスが漁獲され始め、８月26

日から31日の６日間で1.843トン、続いて９月１日から５

日までの５日間で1.942トン、続く５日間で1.755トン、

合計5.54トンの大漁であった。この時の平均単価は、順

に549円／kg、455円／kg、328円／kgと低くなり、その最

低価格も順に350円／kg、300円／kg、116円／kgと低下し

た。この漁はこの後10日間続いたが、９月下旬には漁が

わずかとなり、平均単価は1,500円／kg前後の高値となっ

た。５日間で１トン以上の漁獲は、12月上中旬にもみら

れたが、平均単価は夏漁よりも高く、600円／kg前後で推

移した。 

 

Fig.７ Seasonal changes in total catch(upper 

figure）and average, highest and lowest 

prices(lower figure) of shirasu off 

Hiratsuka in 1989. Dotted lines indicate 

the average price. 

 

1989年の水揚価格（平均単価、高値、安値）と水揚量

をFig.７に示した。春マシラス（マイワシの仔魚）漁、

春カタクチシラス（カタクチイワシの仔魚）漁、夏シラ

ス漁とも時折高い漁獲がみられ、それに対応するかのよ

うに平均単価や安値が低くなっている。秋シラス漁の９

月下旬から10月上旬にかけて、合計6.1トンの高い漁獲が

Fig.７から見ることができるが、この時の平均単価は、

９月26～30日で376円／kg、10月１～５日で248円／kgと

非常に低く、また安値もそれぞれ250円／kg、130円／kg

と低い価格であった。これ以後も年末にかけて少しずつ

漁獲が少なくなっていったものの、平均単価は500円／kg

で推移した。 

1981年、'85年、'89年の３ヶ年間の平均単価、最低価

格をみると、低い価格は８月下旬から10月上旬にかけて

生じている。市場の価格が水揚量と反比例の関係にある

ので、夏の低価格はこの時期に漁獲が多いことを予想さ

せる。これら３ヶ年におけるシラスの資源量水準は低く、

これは主にカタクチイワシの資源変動による影響と考え

られる。カタクチイワシ資源は概略1950～'70年代を豊漁

期、1980年代から現在までを不漁期とされているが（三

谷1990）、近藤（1990）によると、ここ数年はマイワシと

カタクチイワシの魚種交替が生じつつある回復期として

いる。 

カタクチイワシの豊漁期における相模湾産シラスの月

別漁獲量は、Fig.８に示したように、４～５月に多く

（Fig.８では1946年から1968年まで）、カタクチイワシの

不漁期には７～９月に高い漁獲が認められる。つまり、

シラスの漁獲量は、高い資源の時代には春に多く、低い 
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Fig.８ Monthly changes of shirasu catch off 

Kanagawa. 

 

 

時代には夏に多いことがわかる。本報の資料はカタクチ

イワシ資源の不漁期にあたるので、カタクチイワシの資

源状態が影響して夏にシラスの漁獲が最も多くなり、そ

の結果、市場原理で一年の中でも最も安くなったといえ

る。 

このような考え方で1990年のシラスの平均単価をみる

と（Fig.９）、春漁から比較的漁獲が多く、解禁から10月

25日現在までの平均単価は623円／kgと安定した価格で経

過している。特に、漁獲の多い夏漁では、1985年の 

 

Fig.９ Seasonal changes in total catch(upper 

figure ） and average, highest and lowest 

prices(lower figure) of shirasu off 

Hiratsuka in 1990. Dotted lines indicate 

the average price. 

 

場合と同じく８月下旬から９月上旬にかけて５日間の合

計で１トンを上回る漁獲がみられ、また、９月下旬には

1989年と同じく５日間合計で２トンを上回る漁獲があっ

たにもかかわらず、平均単価をみると、1985年や1989年

のような300円／kg台の平均単価がみられない。最低価格

にしても200円／kg以下の低い安値はみられない。 

この原因を探るため、次に、平塚魚市場における高値

と安値の価格構成を検討した。 

平塚地区の高値と安値の価格構成 平塚地区におけるシ

ラスの高値と安値の価格構成をみるために、1989年と

1990年のほぼ漁獲量が類似している９月16日から10月10

日までの価格構成を検討した。1989年のこの時期の平均

単価は396円／kg、1990年のそれは670円／kgであるので、

この価格より高い価格を高値とし、これより低いものを

安値とした。1989年と1990年の高値と安値の漁獲構成を

Fig.10に示した。 

1989年の安値はその日の漁獲量が300kg以上である時に

設定されている。これよりも少ない漁獲量の日の安値は

400円／kg以上で、高い価格で取り引きされている。高値

の漁獲量は、漁獲量に関係なく平均して100kg前後の漁獲

量に対して設定されているが、９月16日のように405kgの

漁獲量では、約300kgを高値とし、他の105kgは安値で取

り引きされている。これに対して、1990年の高値を1989

年と同じく396円／kg以上とすると、1990年のこの時期の

漁獲物はすべて高値で取り引きされたことになる。670円

／kg以上を高値の基準とすると、１日当たりの高値の平

均漁獲量は70kgで、ほぼ前年と同じ範囲の 
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Fig.10 Daily composition of the catch for the 

highest price of shirasu in total catch 

from September to October in 1989 and 1990. 

Solid squares indicate catch with the 

highest price. 

 

漁獲量となる。これは、高値の漁獲物が小田原（魚市

場）送りとなるためである。小田原送りとなるシラスは

そこでの入札に間に合うように朝７時頃までに平塚魚市

場に水揚げしなければならず、夜明けから始まるシラス

船曳網の操業時間が非常に少ないためである。７時まで

の操業時間が長くなると、高値の漁獲量は200kg前後まで

多くなる。従って、この時期に安値として水揚げされた

漁獲物は地元のシラス加工業者に引き取られることにな

るので、その加工能力によって安値の価格が決定されて

いると考えることができる。生シラスは漁獲日に冷蔵庫

に保管し、翌日加工するということは出来ないので、そ

の日の漁獲量が加工場の処理能力の限界に近付くに従い

シラスの価格は低くなると考えられる。そこで、次に、

平塚地区におけるシラスの漁獲量と安値との間にみられ

る統計学的な関係について検討した。 

漁獲量と安値との関係 年漁獲量と年平均単価との間に

は、Fig.４に示したように指数回帰が認められたが、平

塚地区でも漁獲量と平均単価、漁獲量と安値との間に同

様な指数回帰が認められた。1990年の安値を1989年と比

較するために、1989年のこれらの関係をそれぞれFig.11、

Fig.12に示した。ただし、1989年の春シラス漁はあまり

漁獲がなかったので、1989年の７月から12月までの資料

を使用した。これらの関係を次式に示す。 

 （漁獲量と平均単価との関係式） 

Ｐi＝2.96×103Ｃi
－0.2455（ｒ＝－0.855） 

 

 

Fig.11 Relationship between total catch and the 

average price of shirasu for every five 

days intervals off Hiratsuka from July to 

December in 1989. Solid line indicates the 

regression curve. 

 

 

 

Fig.12 Relationship between total catch and the 

lowest price of shirasu for every five days 

off Hiratsuka from July to December in 1989. 

Solid line indicates the regression curve. 

 

ただし、Ｐi：５日間の平均単価（円／kg） 

Ｃi：５日間の合計漁獲量（kg） 

 （漁獲量と安値との関係式） 

Ｐj＝3.40×103Ｃj
－0.3853 （ｒ＝－0.858） 

ただし、Ｐj：７～12月における１日の最安値 

（円／kg） 

Ｃj：７～12月における１日の総漁獲 

量（kg） 

これらの関係式は，シラスの漁獲量が増えるに従い平
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均単価、または最安値が低くなることを示している。漁

獲量が５kg以下になると、平均単価は約2,000円／kg以上

に、最安値は約1,900円／kgとなる。逆に、3,000kgの漁

獲量では、平均単価は415円／kg、最安値は156円／kgと

計算される。つまり、漁獲量が極端に少ないと平均単価

と最安値の差はほとんどなくなり、漁獲量が非常に多い

とこの差は大きくなることがわかる。このことは実際の

魚価変動と良く一致している。そこで、この関係式を用

いて、1990年の最安値が1989年と同じ市場原理で設定さ

れているかどうかを次に検討した。 

直販の実施に伴う最安値の変化 1990年のシラス魚価が

1989年と同じ市場原理で決定されていれば、1990年の最

安値は1989年のそれとほぼ同じ価格形成で経過すること

が考えられる。これは、理論的には先に述べた関係式

（Fig.12）から求めることができる。計算した結果を月

別にまとめ、これを理論値として1990年の実際の最安値

と共にFig.13に示した。 

1990年の月別平均最安値は、５月から８月まで理論値

とほぼ同じ価格で推移し、９、10月では1990年の価格の

方が理論値よりもそれぞれ142円／kg、103円／kg高い水

準で経過した。これは、直販を始めた４ヶ月位は昨年と

同じ市場原理で最低価格が決定されていたことを示し、

９月に入って、1989年の市場原理と異なり、仲買人が漁 

 

 

 

Fig.13 Seasonal comparisons between the lowest 

market price and theoretical value 

calculated from the following formula for 

shirasu off Hiratsuka from May to October 

in 1990. P＝3.40×103Ｃ-0.3853, where Ｐ and 

Ｃ are the lowest market price and total 

catch during the day from July to december, 

respectively. 

獲物を高く購入したためでないかと考えられる。平塚魚

市場の価格は時として遠洲灘の漁況に左右されることが

あるが、今年の遠洲灘では好漁で経過しており、平塚地

区のシラスが高くなる原因とはなりにくい。また、県下

のシラス消費量が昨年よりも多くなったという情報もな

い。直販が５月から始まり、本格的には数ヶ月かかると

すれば、９月以降の安値の値上りは「直販」の影響と考

えることができる。 

考  察 
市場の価格形成 市場における価格は生産物や商品によ

る競争構造によって決定されるが、この競争は、大きく

みると完全競争（純粋競争）と不完全競争に区分され、

さらに不完全競争は独占的競争と寡占、独占に分けるこ

とができる（鈴木1988）。農業は、多数の独立的な生産者

が同質的・標準的な生産物を作り、個々の生産者が市場

価格の決定に影響を及ぼすことができないことから、現

実的には典型的な純粋競争は存在しないけれども、それ

に近い市場構造と考えられている。漁業の場合、個々の

独立的な多数の生産者が存在し、かつ個々の生産者のシ

ェアが市場価格を左右するほどではないことなどは農業

と同じであるが、生産物が同質でないことから、水産物

の価格形成は独占的競争によって決定されていると考え

られる。市場構造の違いによる生産量と市場の価格変動

との関係（これを需要曲線という）はGreer（1984）によ

って解析されているが、この中で、独占的競争を持つ市

場構造では、生産量（水揚量）が増加するに従い、価格

は低くなる傾向を示すことを報告している。本報で論じ

たシラスの市場構造はこの傾向を示していることから、

独占的競争による価格形成と位置付けることができる。 

本報のシラスの水揚量と価格の関係はべき乗回帰式で

示したが、八木（1979）はこれらの関係を偏移双曲線、y

＝a＋b/x（y：価格、x：水揚量、a：常数、b：係数）で

示し、常数ａは水揚量が無限大になった時に需要曲線が

収斂する、すなわち極限価格水準を示すと同時に、他か

らの需要の流動により水揚量の変動に比例して変化する

需要部分を示し、係数ｂは水揚量の変動に関係なく一定

している需要部分であるとしている。本報の結果を分割

和法（沼倉1985）により偏移双曲線に当てはめたところ、

これらの関係は次式で示された。 

y＝204＋34449/x 

偏移双曲線から求めた推定価格はべき乗回帰線から求

めた推定価格とほぼ同じ値であったことから、極限価格

は204円と算定できる。この極限価格は、実際には水揚量

が1,500kgである時に生じており、このとき休漁となるこ

とが多い。 
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本来、漁獲物の価格は生産するための労働の代価とし

て位置付けられ（近藤1953）、漁家自身にとって必要不可

欠な労働力が社会的に無償と価値判断されるような価格

であるならば、当然漁家は漁業生産を放棄して賃金労働

者に転換するのが一般社会の常道であろう。しかし、多

くの沿岸漁業にみられるように、シラス船曳網漁業も、

最低価格が最低生活費の水準に低下するまで漁業経営が

継続され（岩切ほか1964）、伝統的な沿岸漁業から他業種

に転換することはむずかしい現状にある。近年の消費者

志向（水産庁1988）からみて、シラス船曳網漁業は今後

さらに発展する可能性が高く、当漁種の経営を維持発展

させるためには多くの問題を持つ価格に対して安定策を

講じる必要があると考えられる。 

直販の効果 直販の効果は、直販を実施した漁業者サイ

ドからみた場合と、従来どおり魚市場に水揚げしている

漁業者サイドからみた場合とに別けて検討することがで

きる。本報は後者サイドからみた効果をまとめたもので、

ある漁業者が直販を実施したことによって他の同業者の

水揚価格が良い影響を受けていることがわかった。最低

価格でみると、直販をしていなかった前年に比べて約100

～150円／kg高値であった。これは、水揚価格が水揚量の

相対値によって決定されるので、直販を始めた１隻分の

水揚量が減少したために高くなったと考えられる。 

直販者に対する効果は、直販期間が短いためにまだ解

析することができないが、一般的なマーケティング政策、

すなわち４Ｐ政策（鈴木1988）から検討することができ

る。 

製品政策（Product Policy）として、シラス製品が

「手作り」「安全」「本物志向」「健康食品」に沿った食品

であり、平塚地区で初めての直販であることから、差別

化できる政策が展開できる。 

価格政策（Price Policy）は、すでに湘南地区で浜売

りしている同業者の価格を参考にして決定されている。

特に、地場産ということで安売りしていることはない。 

チャネル政策（Place Policy）は販路の問題であるが、

その市場として、地元消費、消費者団体等の連携、贈答

品、ＰＢ（プライベイト・ブランド）商品の４つがある。

本報の直販所は遊漁船の発着場近くに位置し、付近には

地元消費者も多いことから、今のところ、地元消費や贈

答品として需要が多い。今後はＰＢ商品として品質の向

上と個性化を推進する必要がある。 

販売促進政策（Promote Policy）は広告、展示会、実

演販売、イベントなどの販売促進に関することであるが、

直販期間が短いこともあって、これらの政策は実施され

ていない。 

これらの４Ｐ政策を基本とした活動を展開することに

より直販事業を確実なものとし、また大手シラスメーカ

ーとの「棲み分け（鈴木1988）」により併存できると考え

られる。 
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